
 
 

 

２つのデータベースと２つのウェブサイトの構築のお知らせ 

 

2022年 1月 4 日(火) 

 

当社では新たに 2 つのデータベースを構築し、そのデータ利用のためのウェブサイトを立ち上げました。 

大きな震災や水害をいくつも経験しているわが国では、自治体が独自に『地域防災計画』を策定しています。

自治体ホームページを閲覧することで個々に調べる事はできますが、全自治体を一覧する物は総務省消防庁の

都道府県別の物はあるものの市町村単位まで網羅した物は見当たりません。 

そこで今回、当社では全自治体のホームページから地域防災計画のリンクを探し、1 つのデータベースにま

とめました。 

もう 1 つのデータベースは医療機器の出荷量を推定するデータベースです。医療機器には承認/認証の手続

きがあり、リコール対象となった場合は PMDA(医薬品医療機器総合機構)より回収/改修情報として公表されま

す。当社では、この回収/改修情報より導き出した推定出荷量をデータベースにまとめました。 

データベースは二次利用されることで価値が高まると考え、クラウド上のデータベースサーバに保管し、そ

れを閲覧できるウェブサイトを新たに立ち上げました。 

ウェブサイトの 1 つ『saigai.me』は地域防災計画のデータベースの閲覧ができるほか、当社で集めている

災害関連の情報を掲載します。 

他方のウェブサイト『mekiki.me』は医療機器関連のデータベースの閲覧ができるほか、医療やヘルスケア

に関わる情報を掲載します。 

2022 の新たな取り組みとして、当社では独自の情報発信に努めてまいります。 

 

  

saigai.me のデータベース mekiki.me のデータベース 

 

記 

概 要 ： データベース構築 

▽地域防災計画データベース 

▽医療機器推定出荷量データベース 

ウェブサイト構築 

▽防災関連情報提供ウェブサイト(saigai.me) 

▽医療機器関連情報提供ウェブサイト(mekiki.me) 

問合先 ： ＮＥＳ株式会社 お客様係 ｉｎｆｏ＠２４ｍｅｄ３６５．ｎｅｔ 

以上  

https://www.saigai.me
https://www.mekiki.me


 
 

制作の背景(制作者コメント) 

 

地域防災計画データベース 

 

地域防災計画とは、自治体が災害等への対応を計画するものです。一般的には、策定する自治体内で完結す

る内容となっているため、閲覧者は地域住民や立地企業などに限定されます。 

本件企画者の経験では、自身の関わる自治体の地域防災計画を読むと、これが良い計画なのか否かを知りた

くなり、近隣自治体を閲覧するところまでは根気が続くものの、全国となると情報量が膨大で手を付けづらい

という事がありました。国で取りまとめしているデータベースは総務省消防庁の都道府県庁別の地域防災計画

のみ見つけることができました。市町村単位ではまとめられたものがないため今回の構築に至りました。元と

なるデータがないため、都道府県庁と市町村役場のすべてのウェブサイトを閲覧しました。地域防災計画が掲

載されていない場合、無い事を確認するためにいくかの手間を掛けました。 

今回構築したデータベースでは類似都市との比較を意識し、人口を表示するようにしています。人口規模が

似た都市を探すことで比較しやすい構造としました。人口は令和 2年国勢調査を基にしています。 

また、ハザードマップのリンクも付与しております。ハザードマップは国土交通省が所掌する事業ですが、

こちらも都道府県や市区町村のリンク一覧などは見つからないため、独自にデータベースを構築しました。こ

のマップリンクの付記により、どのような災害を想定して策定された地域防災計画であるかを評価する作業も

円滑化される事を期待しています。 

 

 

 

医療機器データベース 

 

医療機器にはリスクに応じⅠ～Ⅳまでのクラス分類がされており、機器の用途や機能により 4,000 種以上の

細かな定義分類がなされています。この分類された医療機器は『一般的名称』を寄せた一覧表が PMDA(医薬品

医療機器総合機構)から Excelファイルと PDF ファイルで提供されています。今回構築したデータベースはこ

の一般的名称を用いています。 

当社でオリジナリティがあると考えて構築したデータベースは出荷量推計です。商品名毎の出荷数は統計デ

ータとして公表されていないため、株主通信などでときどき掲載される情報が頼りでした。そこで我々は、PMDA

が発表する回収/改修情報に出荷期間と数量が記載されていることに着目し、この情報から出荷量を推定する

方法を考え、その結果をデータベース化しました。3 年分で 2 千件ほどのデータになりましたが、一般的名称

で 4 千以上、JAN コードで言えば 100 万アイテム以上がある医療機器において 2 千件は多い数字ではなく、統

計データとして扱うには精緻性に欠ける事は理解しております。 

回収/改修情報は PMDA のウェブサイトで閲覧できますが、公開ページは年別かつクラス別になっており、一

般的名称での検索には対応していません。添付文書は検索用のデータベースが用意されていますが、回収/改

修情報は一覧表の掲載のみです。今回、一般的名称で検索できるようになったことは、一部の人にとって有益

になると考えております。 

PMDA の公式サイトで公表される回収/改修情報ですが、一般的名称の誤記が目立ちます。特に『クラス×処

置セット』のようなⅢやⅣといった数字部分は厚生労働省の告示と異なるため検索してもヒットしません。こ

うした誤記は数十件ありましたが、我々のデータベースでは厚生労働省のクラス分類表に基づいて表示してい

るため、一般的名称が同じ物でリストアップする事が可能です。国民の健康に関わる情報ゆえに正確な情報提

供が行われるよう我々も尽力して参りたいと思います。 


